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負荷分散装置によるアドレス変換
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図4.6.3　負荷分散装置によるアドレス変換

上の図4.6.3ではWebの通信要求をしたPC1とPC2の通信の様子を示しています。
PC1から送出されたWebの通信要求はロードバランサの仮想サーバに到達し、ロ

ードバランサが負荷分散の判断基準により転送先のサーバを決定し、PC１から受信
したデータの宛先をロードバランサの仮想 IPアドレスからWW1の IPアドレスに変
換します。

Webの通信要求を受信したWW1は送信元を自分自身の IPアドレスである
192.168.1.101に設定しデータを送付しますが、ロードバランサ通過時に送信元 IPア
ドレスが仮想サーバの IPアドレスに変換されて、PC１に返信されます。このように
サーバからの戻りのデータについて、再び IPアドレスの変換が必要であることに注
意してください。原則として、サーバからの戻りデータの送信元 IPアドレスを変換
するために、ロードバランサを経由させることが必要です。

2.	負荷分散対象サーバの状態監視

ロードバランサでは負荷分散対象サーバの状態を監視する事が可能です。
監視する基準は製品によって異なりますが、監視の機能はネットワーク層・トラ
ンスポート層・アプリケーション層ベースで通信を行う事によってセッションを維
持する事ができます。

 ● ネットワーク層：pingによる状態監視
ロードバランサから定期的に負荷分散対象サーバに対してpingを実行してサ
ーバからのリプライがあるかを確認します。




